
令
和
三
年
度
の
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
千
葉
県
立
匝
瑳
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
須
合
勝
雄
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
青
少
年

健
全
育
成
の
推
進
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
ま
た
、
本
会
活
動
に
対
し
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛

威
は
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
、
本
会
で
も
今
ま
で
の
リ
ア
ル
な

活
動
を
見
直
し
つ
つ
、
全
国
高
Ｐ
連
、

関
東
高
Ｐ
連
等
と
の
様
々
な
取
り
組
み

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
り
、
中

止
・
延
期
を
し
な
が
ら
試
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
高
校
生
活
や
部
活
動
に

お
い
て
も
、
様
々
な
行
事
や
大
会
が
中

止
、
縮
小
と
な
り
、
特
に
高
校
三
年
生

に
と
っ
て
は
、
二
年
連
続
で
の
機
会
喪

失
、
更
に
進
路
に
つ
い
て
の
ス
ト
レ
ス

や
不
安
を
抱
え
、
日
々
過
ご
し
て
い
る

状
況
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
に
と
っ
て
も
こ
れ
ま
で
経
験

の
無
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
ど
も
達
の
不

安
の
払
拭
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

の
た
め
に
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
無
関

心
に
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
お
互
い
の
人

格
を
尊
重
し
、
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
あ
い
、
支
え
あ
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
社
会
人
の

先
輩
と
し
て
誠
実
な
行
動
を
実
践
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在

意
義
は
何
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
家
庭
と
学
校

が
確
実
に
同
じ
方
向
を
向
き
、
前
向
き

に
意
見
や
情
報
を
交
わ
し
、
地
域
と
の

連
携
も
図
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力

し
あ
い
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提

供
し
、
子
ど
も
達
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描

く
夢
の
実
現
に
向
け
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

同
じ
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

と
し
て
、
本
会
で
は
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

お
手
伝
い
を
す
べ
く
、
新
し
い
情
報
の

発
信
や
、
近
隣
の
学
校
の
素
晴
ら
し
い

活
動
の
紹
介
、
様
々
な
情
報
交
換
の
場

を
実
現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

だ
ま
だ
不
自
由
な
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
子
ど
も
達
の
更
な
る
成
長
と
教

育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
、
各
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
及
び
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
会
へ
の
積
極
的
な
ご
参

加
、
ご
意
見
、
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【総
会
成
立
の
確
認
】

議
決
権
（
加
盟
校
）

⚑
⚓
⚒
票

書
面
表
決
（
議
決
権
行
使
書
）
⚑
⚓
⚒
票

会
則
第
⚖
章
第
14
条
⚔
項
「
各
会
議

に
お
け
る
定
足
数
は
、
定
数
の
⚓
分
の

⚑
と
し
、
議
題
は
出
席
者
の
過
半
数
の

同
意
を
得
て
決
議
さ
れ
る
」
に
則
り
、

書
面
に
よ
る
総
会
は
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

【書
面
表
決
結
果
】

第
一
号
議
案

｢令
和
二
年
度
主
要
議
業
報
告
」

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

第
二
号
議
案

｢令
和
二
年
度
決
算
報
告
」

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

第
三
号
議
案

｢令
和
三
年
度
活
動
方
針
」（
案
）

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

第
四
号
議
案

｢令
和
三
年
度
主
要
事
業
計
画
」（
案
）

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

第
五
号
議
案

｢令
和
三
年
度
予
算
」（
案
）

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

第
六
号
議
案

｢令
和
三
年
度
役
員
・
理
事
一
覧
」（
案
）

賛
成
（
⚑
⚓
⚒
）
反
対
（
⚐
）

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
過
半
数

の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【令
和
二
年
度
会
計
監
査
報
告
】

⚑

｢令
和
⚒
年
度
千
葉
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
会
計
事
務
の
執

行
は
適
正
で
あ
る
。

⚒

｢令
和
⚒
年
度
千
葉
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
現
金
出
納
簿
、

証
拠
書
類
等
の
整
理
状
態
は
極
め
て

良
好
で
あ
る
。

⚓

｢令
和
⚒
年
度
千
葉
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
の
会
務
の
執
行
状

況
は
適
正
で
あ
る
。

令
和
⚓
年
⚖
月
⚙
日

監
事

小
林

史
枝

監
事

湯
上

準
一

令
和
⚓
年
⚖
月
24
日
付
千
高
Ｐ
連
第

12
号
に
て
報
告
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
千

葉
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
、
千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
櫻
井
と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、全
国
Ｐ
連
、

関
東
Ｐ
連
、
県
Ｐ
連
、
各
高
Ｐ
の
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
制
限
が
設
け
ら
れ
、
例

年
ど
お
り
の
活
動
が
で
き
な
い
事
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
現
場
で
も
、
文
化
祭
や

修
学
旅
行
、
部
活
動
等
、
通
常
行
事
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
刻
も
早
い
収
束

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
行
な
っ
て
き
た
様
々

な
事
が
、
当
た
り
前
に
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
今
、
学
校
・
教
育
・
家
庭
で
の

教
育
を
改
め
て
見
直
し
、
前
向
き
に
取

り
組
む
こ
と
が
、子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

一
番
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
多
く
の
制
限
が
あ
る
中
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
本
連
合
会
も
組
織
の
連

携
と
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
会
長
と
し
て
の
活
動
を
と
お

し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
六
十
七
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
山
梨
大
会

日
程

令
和
⚓
年
⚗
月
⚙
日
（
金
）

全
大
会

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

武
道
館

令
和
⚓
年
⚗
月
10
日
（
土
）

分
科
会

県
民
文
化
ホ
ー
ル
他

※
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
大
会
資
料
の
発
行
に
替
え
て

実
施
と
し
ま
し
た
。

第
六
十
八
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
神
奈
川
大
会

日
程

令
和
⚔
年
⚗
月
⚙
日
（
土
）

全
大
会

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

令
和
⚔
年
⚗
月
10
日
（
日
）

分
科
会

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
他

第
七
十
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

島
根
大
会

日
程

令
和
⚓
年
⚘
月
25
日
（
木
）

全
大
会

島
根
県
民
会
館

大
ホ
ー
ル

分
科
会

県
立
江
津
高
等
学
校

他
⚕
校

※
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
映
像
は
令
和
⚓
年
12
月
31
日
ま

で
Y
ou
tubeに
て
配
信
さ
れ
ま
す
。

第
七
十
一
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

石
川
大
会

日
程

令
和
⚔
年
⚘
月
25
日
（
木
）

分
科
会

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
他

令
和
⚔
年
⚘
月
26
日
（
金
）

全
大
会

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
他
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令
和
三
年
度
定
期
総
会

書
面
表
決
の
報
告

県
高
Ｐ
連
前
会
長櫻

井

澄

香

（
千
葉
県
立
八
街
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
)

退
任
挨
拶

関
東
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せ

全 

国高等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せ

写
真

神
奈
川
高
Ｐ
連
提
供
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全大会神楽「大蛇」浜田商業高等学校郷土芸能部

全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大
会
を
終
え
て

島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
長

勝

部

昌

幸

写
真

島
根
大
会
実
行
委
員
会
提
供

島
根
大
会
開
催
か
ら
一
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
毎
日
届
く
電
話
や
メ
ー
ル
が
驟
雨
の
ご
と
く

か
ら
霧
雨
に
変
わ
り
、
そ
し
て
心
配
し
て
い
た
大
会

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
報
告
も
な

く
、
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
一
先
ず
安
堵
し
て

い
ま
す
。
想
え
ば
、
令
和
二
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
全
国
大
会
延
期
が
決
定
さ

れ
た
と
き
、
一
年
も
経
て
ば
感
染
も
収
束
し
、
島
根

大
会
も
一
年
後
全
国
か
ら
一
万
人
の
皆
さ
ま
を
お
迎

え
し
実
施
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
も
体
験
し
て
い
な
い
私
の
人

生
の
中
で
戦
時
の
よ
う
に
国
全
体
を
揺
る
が
す
こ
の

未
曾
有
の
出
来
事
は
、
解
決
の
な
い
険
し
い
道
程
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
三
年
六
月
、
感
染
者
数
の
減
少

も
今
後
も
望
め
な
い
デ
ー
タ
の
分
析
や
県
実
行
委
員

会
の
意
見
を
も
と
に
、
参
加
者
・
地
域
の
安
全
面
を

考
慮
し
大
会
史
上
初
の
原
則
無
観
客
開
催
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
の
実
施
に
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
契
約
関
係
を
結
ん
で
い
た

関
係
団
体
と
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
を
進
め
つ
つ
、
一
方

で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
未
知
の
事
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
関
係
諸
機
関
、
出
演
者
の
皆
さ

ま
に
は
一
年
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
空
け
て
待
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
あ
っ
て
も
、
通
常
開
催
の
内
容
に
で
き
る
だ

け
近
い
内
容
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
毎
日

が
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
り
、
様
々
な
不
安
が
い
つ
も

頭
を
よ
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
の
六
月
、
一
通
の
手
紙
が
事
務
局
に
届

き
ま
し
た
。
差
出
人
は
、
千
葉
県
内
の
お
顔
も
知
ら

な
い
あ
る
公
立
高
校
の
校
長
先
生
か
ら
で
し
た
。

｢ま
さ
に
命
懸
け
で
お
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
た

当
大
会
を
募
集
形
態
で
行
わ
な
い
と
の
ご
判
断
、
無

念
極
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
と
御
心
中
を
お
察
し
申
し

あ
げ
ま
す
。
昨
年
度
、
教
育
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
研
究

大
会
が
中
止
ま
た
は
書
面
開
催
と
な
っ
た
中
、
全
国

高
Ｐ
連
の
大
会
の
み
が
、
順
延
・
ス
ラ
イ
ド
実
施
と

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、
実
施
に
か
け
る
御
事
務

局
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。（
前

後
の
文
略
）」

暴
風
雨
の
中
に
海
上
を
照
ら
す
一
点
の
灯
台
の
明

か
り
を
見
る
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
お
手
紙
を
何
度

も
読
み
返
し
ま
し
た
。

回
り
を
み
れ
ば
、
実
行
委
員
会
の
大
屋
会
長
を
は

じ
め
県
連
合
会
の
役
員
の
方
々
、
各
学
校
の
校
長
先

生
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
の
先
生
方
、
そ
し
て
勤
務

時
間
の
延
長
も
い
と
わ
ず
仕
事
を
す
る
事
務
局
の
仲

間
、
何
と
か
良
い
大
会
に
す
る
よ
う
協
力
を
惜
し
ま

な
い
関
連
業
者
の
方
々
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
自

分
は
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

各
県
高
Ｐ
連
事
務
局
か
ら
い
た
だ
く
温
か
い
お
言
葉

に
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
二
十
五
日
、
予
定
ど

お
り
の
来
賓
の
ご
臨
席
、
泉
満
会
長
を
は
じ
め
全
国

高
Ｐ
連
役
員
の
ご
出
席
の
も
と
、
全
体
会
は
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
一
日
だ
け
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
、
全
体
会
、
分
科
会
合

わ
せ
て
八
千
件
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
葉
県
高
Ｐ
連
事
務
局

を
は
じ
め
、
千
葉
県
の
高
Ｐ
連
加
盟
校
の
皆
さ
ま
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ
の
参
加
、
ご
協
力
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
重
ね
て
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

分科会アトラクション
長崎の鐘「永井隆博士朗読劇」 三刀屋高校演劇部

記念講演 小泉 凡氏

開会式
泉満全国高P連会長 挨拶



●
全
国
高
Ｐ
連
表
彰

★
第
70
回
全
国
大
会
会
長
表
彰（
個
人
）

●

吉
田

香
織
（
安
房
拓
心
高
等
学
校
）

●

小
出
祐
一
郎
（
市
原
高
等
学
校
）

★
第
70
回
全
国
大
会
会
長
表
彰（
団
体
）

●

県
立
船
橋
法
典
高
等
学
校

●

県
立
市
川
南
高
等
学
校

★
第
70
回
役
員
等
表
彰
者

●

櫻
井

澄
香
（
八
街
高
等
学
校
）

●
関
東
地
区
高
Ｐ
連
表
彰

★
個
人

●

櫻
井

澄
香
（
八
街
高
等
学
校
）

●

小
柴

尚
美
（
市
川
南
高
等
学
校
）

●

小
林

史
枝
（
松
尾
高
等
学
校
）

★
団
体

●

県
立
船
橋
法
典
高
等
学
校

●

県
立
八
街
高
等
学
校

●

県
立
松
尾
高
等
学
校

●

県
立
木
更
津
高
等
学
校

こ
の
度
は
、
全
国
連
合
会
よ
り
表
彰

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

計
画
さ
れ
て
い
た
行
事
は
す
べ
て
開
催

が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
千
葉
県
役
員

の
皆
様
と
も
、
た
っ
た
二
度
の
会
議
し

か
ご
一
緒
で
き
ず
、
関
東
大
会
の
実
行

委
員
会
も
リ
モ
ー
ト
会
議
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
醍
醐
味
で
あ
り
ま
す
「
お
知
り

合
い
」
に
な
る
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ず
に
任
期
満
了
を
迎
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
子
供
三
人
で
十
八
年
間
最

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
集
大
成
と
な
る
年
で

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
不
完
全
燃
焼
で

終
え
た
。
と
い
う
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

一
年
間
な
ん
の
役
に
も
立
つ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
心
残
り
で
な
り

ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
感
染
症
が
落
ち

着
き
、
以
前
の
よ
う
に
盛
大
に
行
事
が

行
え
る
よ
う
に
と
強
く
願
う
こ
と
と
、

脈
々
と
続
い
て
き
た
伝
統
あ
る
組
織
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
は
、
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
表
彰
状
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

回
、
会
計
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
で
、
高

Ｐ
連
の
数
々
の
行
事
予
定
が
、
中
止
や

延
期
と
な
り
、何
も
役
目
を
果
た
せ
ず
、

会
長
表
彰
を
受
賞
す
る
事
を
、
正
直
申

し
ま
し
て
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

私
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受
け
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、
大
人
へ
の
階
段
を

登
っ
て
い
き
手
が
離
れ
て
い
く
子
ど
も

に
、
学
校
に
お
任
せ
で
は
な
く
、
何
か

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
す
。
実
際
、
学
校
の
様
子
や
先
生
方

の
話
を
子
ど
も
と
出
来
た
り
と
、
良
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
自
身
も

色
々
な
保
護
者
の
方
、
先
生
方
、
ま
た

こ
う
し
て
高
Ｐ
連
の
方
と
も
交
流
す
る

事
が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
葉
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
七
十
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
大
会
島
根
大
会
、
第
六
十
七
回
関

東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
山
梨

大
会
に
お
い
て
、
単
Ｐ
広
報
誌
の
展
示

に
際
し
、
九
十
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
公
募

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

全
国
大
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

・
県
立
千
葉
南
高
等
学
校

・
県
立
幕
張
総
合
高
等
学
校

関
東
大
会
（
中
止
）
資
料
集
発
行

・
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校

・
県
立
国
府
台
高
等
学
校

・
県
立
流
山
お
お
た
か
の
森
高
等
学
校
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令
和
⚓
年
度

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
副
会
長
吉
田

香
織

（
千
葉
県
立
安
房
拓
心
高
等
学
校
）
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�
�
�

広
報
誌

関
東
地
区
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

(個
人
)を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
会
計

小
柴

尚
美

（
千
葉
県
立
市
川
南
高
等
学
校
）

�
�
�
�
�
�

表
彰
状
受
賞
者

�
�
�
�
�

応
募
の
お
礼

写
真

島
根
大
会
実
行
委
員
会
提
供

写
真

島
根
大
会
実
行
委
員
会
提
供

山梨大会資料集に掲載されています。大会ＨＰ
からも閲覧できます。



ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(5) 第85号 令和⚓年 10 月 28 日



創
立
五
十
周
年

君津高等学校
昭和46年⚔月⚑日
(1971年） 令和 3年度

周年校
紹介

地 区 開催日 会 場 担当校 研 修 会 内 容

千 葉 12/⚗（火） 三井ガーデンホテル千葉 検見川 未定

船 橋 中 止 船橋豊富

市 川 12/⚓（金） 明海大学 浦安 ①講演 講師、演題未定
②ＰＴＡ活動報告

松 戸 11/10（水） 聖徳大学香順メディアホール 松戸馬橋
①講演 「青年期の子どもの接し方」～親の心構えとは～

聖徳大学教育学部児童学科 教授 鈴木 由美氏
②研究発表

東葛飾 12/⚓（金） 千葉県ふれあいプラザふれあいホール 柏中央 ①研究発表

印 旛 中 止 四街道

東 総 中 止 匝瑳

山 武 11/26（金） 東金文化会館 成東 ①研究協議
②講演 講師、演題未定

長 夷 11/24（水） 県立長生高等学校 応接室 長生 ①ＰＴＡ活動報告

安 房 中 止 安房拓心

君 津 中 止 木更津東

市 原 11/26（金） サンプラザ市原 京葉 ①ＰＴＡ活動報告

令和⚓年度 地区別研究集会 県内12地区で「地区別研究集会」が下記日程にて開催されます。



創
立
八
十
周
年

千葉東高等学校
昭和16年⚕月15日
(1941年）



創
立
十
周
年

我孫子東高等学校
平成23年⚔月⚑日
(2011年）


創
立
四
十
周
年

市川南高等学校
昭和56年⚔月13日
(1981年）



創
立
五
十
周
年

鎌ヶ谷高等学校
昭和46年⚔月17日
(1971年）


創
立
十
周
年

船橋啓明高等学校
平成22年⚖月29日
(2010年）



創
立
十
周
年

松戸向陽高等学校
平成23年⚔月⚑日
(2011年）



創
立
十
周
年

市川昴高等学校
平成23年⚔月⚖日
(2011年）



神
奈
川
県
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会（
以
下「
神
奈

川
高
Ｐ
連
」）
は
、

県
立
の
高
等
学
校

及
び
中
等
教
育
学

校
一
四
三
校
、
会

員
数
は
約
十
二
万

人
で
す
。
従
前
、

活
動
が
多
岐
に
わ

た
り
そ
の
規
模
が

大
き
い
こ
と
が
神

奈
川
高
Ｐ
連
の
特

徴
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
累
計
感
染
者
数

が
会
員
数
よ
り
も

多
い
十
六
万
人
超
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
こ
と
が
最
近
の

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
っ
た
昨
年
度
、
県

内
の
多
く
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
活
動
の
中

止
や
縮
小
等
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
神
奈
川
高
Ｐ
連
は
、「
会

員
の
生
涯
学
習
と
青
少
年
の
健
全
育
成

を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
活
動
を
止
め
な

い
」
と
い
う
方
針
を
掲
げ
、
年
度
当
初

よ
り
役
員
会
・
理
事
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催
と

し
、
以
降
一
度
も
中
止
す

る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

十
二
月
に
開
催
し
た
県

大
会
は
、
初
と
な
る
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
配
信
で
行
い
ま
し

た
。
直
前
の
感
染
拡
大
に
よ
り
講
師
が

急
遽
配
信
会
場
に
来
ら
れ
な
い
事
態
と

な
り
ま
し
た
が
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル

で
結
ん
だ
先
か
ら
予
定
ど
お
り
講
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
ま
で
調
査
・
研
究
型

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
健
全
育
成

委
員
会
の
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の

講
演
会
に
切
り
替
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ

を
通
し
て
誹
謗
中
傷
を
考
え
る
」
な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
こ
と

に
よ
り
参
加
者
が
増
え
、
自
宅
で
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
視
聴
で
き
た
と
い
う
副

次
効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
県
大
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

じ
て
情
報
交
換
の
機
会
を
求
め
る
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
十
地
区

か
ら
な
る
各
地
区
内
で
も
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
さ
え
難
し
い
状
況
で
、
他
校
の

取
り
組
み
な
ど
を
知
り
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
そ
こ
で
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
交
換

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
一
定
の
発
言
機

会
を
確
保
で
き
る
規
模
（
参
加
人
数
十

名
前
後
）で
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、

次
年
度
の
役
員
・
委
員
の
選
出
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
学
校
へ
の
協
力
事
項
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
、
会
費
の
活
用

方
法
な
ど
を
話
題
に
、
活
発
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
に
入
っ
て
も
制
約
の
多

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前

年
度
に
得
ら
れ
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
活
動
を
前
進
さ
せ
て

い
ま
す
。
七
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
た
研
修
大
会
で
は
、
講
演
に
加
え
て

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
校
長
先
生
な
ど
を

パ
ネ
リ
ス
ト
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

健
全
育
成
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
は
テ
ー

マ
を
さ
ら
に
広
げ
て
全
五
回
実
施
し
ま

す
。
十
二
月
の
県
大
会
で
は
、
昨
年
度

で
き
な
か
っ
た
事
例
発
表
や
分
科
会
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
他
の
活
動

と
と
も
に
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
安
全

第
一
で
柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
七
月
に
は
関
東
地
区
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
神
奈
川
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
こ
の
大
会

は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
下
、
新
し
い

形
で
行
い
ま
す
。
会
場
と
な
る
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
に
参
加
者
が
集
ま
り
つ
つ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
関
東
各
県
と
つ
な
が
る

―
―
そ
の
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
東
大
会
は
関
東
各
県
高
Ｐ
連
の
連

携
が
あ
っ
て
初
め
て
開
催
で
き
る
も
の

で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り 第85号 (6)令和⚓年 10 月 28 日

令和⚔年度
第68回関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会 開催県

神奈川県高等学校ＰＴＡ連合会の紹介

令和⚓年
⚔月中旬 会計監査、第⚔回役員会 中止

⚕月14日 役員選考委員会、第⚕回役員会、新理
事会 ホテルプラザ菜の花

⚖月⚙日 表彰状・感謝状贈呈式、定期総会、講
演会 書面実施

⚖月26日～
⚖月27日

全国高等学校PTA連合会
定時総会 Web開催

⚖月下旬 第⚑回役員会・理事会 中止

⚗月⚘日 関東地区高等学校ＰＴＡ連合会
総会、大会運営会議 中止

⚗月⚙日～
⚗月10日

第67回関東地区高P連大会山梨大会
表彰式 書面実施

夏季休業間 各地区夏季校外巡回指導 各地区

⚘月24日～
⚘月25日

第70回全国高P連大会島根大会
表彰式

Web開催
島根県文会館・県立江津高等学校他

⚙月⚑日～
12月20日 各地区研究集会 各地区

⚙月18日 第⚒回役員会・理事会 Web開催

10月⚓日 全国高等学校ＰＴＡ連合会
第⚑回全国会長・事務局長連絡会 Web開催

10月下旬 広報誌「ちば高P連だより」
第85号発行

10月27日 関東地区高等学校ＰＴＡ連合会
第⚑回役員会・委員会 Web開催

11月⚑日～
⚑月⚗日 各地区列車内一斉指導 各地区

11月16日 第57回千葉県高等学校ＰＴＡ研究集会 書面実施

冬季休業間 各地区冬季校外巡回指導 各地区

令和⚔年
⚑月下旬 第25回英語・日本語弁論大会（後援）

⚒月⚕日～
⚒月⚖日

全国高等学校ＰＴＡ連合会
全国会長・事務局長研修会 東京ガーデンパレス

⚒月中旬 関東地区高等学校ＰＴＡ連合会
第⚒回役員会・委員会 未定

⚒月下旬 第⚓回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚒月下旬 広報誌「ちば高P連だより」
第86号発行

⚔月上旬 会計監査、第⚔回役員会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚕月上旬 役員選考委員会、第⚕回役員会、新旧
理事会 ホテルプラザ菜の花

⚖月上旬 表彰状・感謝状贈呈式、定期総会、講
演会 千葉県教育会館

令 和 ⚓ 年 度 事 業 計 画

県大会初のYouTubeライブ配信

講演は講師の先生との中継で実施


